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日々の写真は、辰口中学校ホームページに載せてありますのでご覧ください。 
http://cms1.ishikawa-c.ed.jp/~tatsukuj/NC2/htdocs/index.php?page_id=0 

辰口中学校     検索 

★裏面に、本年度の学校評価を掲載してあります。２月14日に学校評議員会及び関係者評価委員会を開催し、

各委員からご意見をいただきました。 

  めざす学校・生徒像 
た 楽しい学校 

つ つながり合い高め合う生徒 

の 伸びゆく能美市を支える生徒 

く くじけずやり抜く生徒 

ち 力いっぱい生きる生徒 

 今年度の辰口中学校をリードし、支えてくれていた３年生１７０名が、いよいよ卒業します。また、お世話になった

３年生へ感謝の気持ちを伝えるために、１・２年生の学年委員を中心に、送る会と卒業式の成功に向けて準備や

歌の練習に一生懸命に取り組んでいます。 

 卒業式は、学校にとって１年の中で最も大切な行事です。辰口中学校の全校生徒、全職員による総力戦です。

送る方も送られる方も互いを思い合い、心に残る時間、素晴らしい「式」をつくりあげましょう。 

◆◆生徒総会の話より◆◆ 

 この1年を振り返ると、様々な生徒会行事に皆さんがACTIVE!に取組んできたことがわかりました。めざす姿「たつ

のくち」でも、生徒会行事に頑張る姿は「つ」や「く」、「ち」として表れていたと思いますし、それが「た」楽しい学校に

つながるのだと思います。「の」の姿については、今年は台風で手取川清掃ボランティアに取り組めなかったり、去

年に比べて雪かきに頑張るチャンスもなかったりで、物足りない思いの人もいると思います。その、物足りない思い

とは「人の役に立ちたかった」という思いです。皆さんの元気な姿、さわやかなあいさつは、地域を元気にします。

毎日のあいさつを大事にすることも「の」の姿、人の役に立つのです。大事にしましょう。 

  2月1日、3年生が受験でいない日の朝、少し雪が積もりましたが、2年生が出てくれて玄関前の除雪を積極的に、

気持ちよくがんばってくれました。一緒に除雪しながら、去年、今の3年生と一緒に雪かきしたときのことを思い出し、

あー、こんな風にしてバトンタッチしていくんだなぁとちょっとしみじみしました。その日の朝のあいさつは、いつもよ

り「自分から」が多かったです。中には、言葉に出して「ありがとうございます」と言ってくれた人もいますが、皆、あい

さつで雪かきの感謝を伝えていたんだなと感じました。声に出せた方がいいけれども、こんなところが辰口中の良さ

でもあるのですね。あと少しのこのメンバーでの学校生活、3年生は残すべき姿をしっかり残し、1，2年生は3年生

が気持ちよく巣立てるよう心を尽くし、お互いにいい春を迎えられるよう、ACTIVE!に頑張っていきましょう。 

     総会の最後に3年生から「自分の意見を持ちしっかり発信しよう」「あいさつや校歌をしっかり」 

    「能美市に貢献する人材となる」といった意見をもらいました。1･2年生へのエールです。 

=生徒会=閖上ひまわりの種配布3/2 ＆ ひな弁当ボランティア3/12 

◆◆校歌懸垂幕設置◆◆ 

 「理想の象徴アカンサス  掲げて学ぶ三つの年」と書いた懸垂幕をライトコートにさげました。校

歌とは「学校で、建学の理想をうたい、校風を発揚するために制定した歌」と辞書にあります。本

校の校是「責任・友愛・努力」は、1番「使命」、2番「我ら」、3番「決意」に込められているといえま

す。校章アカンサスを掲げ辰中生として３年間の中学校生活を頑張っていこうというのです。生徒

会から校歌について、「自分たちの学校に誇りを持つため、また、その学校の生徒だという自覚

を持つために歌う」「辰口中学校の校歌は世界に一つしかなく、辰中生しか知らない歌」とありまし

た。校歌は、辰口中学校の生徒、辰口中学出身の人達の大切な歌。皆さんにとっても、時間的・

空間的に遠く離れたとき、思い出して懐かしく胸が熱くなる、そういったものであってほしいと思い

ます。そのためにも、中学校生活をしっかり頑張りよい思い出をたくさん作るとともに、辰中生とし

ての自覚を持ち明るく元気に歌っていきましょう。 


